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【特別会計・企業会計収支決算の状況】

一般会計収支決算の状況

※水道事業、下水道事業の収益的収支は税抜き表示

９月定例会に提出された決算に係る議案を予算決算常任委員会に付託し、審査を行いました。市が目的
に沿って予算を適切に執行したかを審査する重要な機会です。
一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、２日間にわたる慎重な審査の結果、全会一致で認定
しました。

令和3年度  決 算 認 定財政関係指標で見る小野市の状況

歳出決算総額  376億円!!歳出決算総額  376億円!!
（一般会計、特別会計、企業会計の総額）（一般会計、特別会計、企業会計の総額）

翌年の繰越事業に必要な財源を差し引いた実質収支は前年度の２倍、
基金残高も前年度より1.6億円増と健全財政を堅持できている。
今後も良好な財政状況を保ちつつ、より有効な事業展開を期待する。

市債残高　215億2千万円

約76億円
（後から国が補てんする分を除くと）

基金残高　85億2千万円

借金借金

貯金

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

53億6,639万円

42億9,671万円

6億8,920万円

1,139万円

2,020万円

13億5,251万円

5億　373万円

16億3,654万円

12億3,540万円

52億3,324万円

41億7,779万円

6億7,124万円

933万円

2,062万円

10億9,303万円

8億7,769万円

14億8,426万円

18億1,827万円

1億3,315万円

1億1,892万円

1,796万円

206万円

△42万円

2億5,948万円

△3億7,396万円

1億5,228万円

△5億8,287万円

歳　　入

歳　　　　　入

歳　　　　　出

差　　　　　引

翌年度繰越財源

実　質　収　支

233億4,329万円

222億3,770万円

11億　559万円

3億2,001万円

7億8,558万円

会　　　　　計 歳　　出 差　　引

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

都市開発事業

水 道 事 業

下水道事業

※

※

特
別
会
計

企
　
業
　
会
　
計

※市税のほか、国や県からの交付金も私たちが納める税が主な財源であるため 

なるほど！ 

貯金もたくさんあって将来の負担も少ないようだし、
財政状況に心配はないようだけど…？ 

◎健全財政の堅持は重要!!
しかし・・・ 

市の財政の７割程度は税金でまかなっている。
※

積極的な施策や投資で市民への還元も重要。

税 収 積極的投資 

★健全財政と市民への還元を両立するには
投資と収入のバランスが重要

税が有効に循環する施策を！ 

財政力指数

将来負担比率

地方公共団体の財政力を表す指数。
数値が高いほど、自主財源の割合が高く、財政状況に余裕があることを示している。  

地方公共団体の収入に対する、借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の
割合。今後の財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標。この数値が低いほど、
財政状況が良好であることを示している。

財政力 

弱 
財政力 

0.71 

R３年度
小野市

0.５1 

小野市
（R２年度）

全国市町村平均
（R２年度）

0.72 

財政状況 

悪 
財政状況 

財政悪化
イエローライン
350.0 

2.1 

R３年度
小野市

小野市
（R２年度）

5.7 

全国市町村平均
（R２年度）

24.9 

②③



　

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
ま
だ
大
変
な
中
、

『
元
気
な
小
野
市
』
が
戻
る
よ
う
み
ん
な

で
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
市
民

を
対
象
に
、〝
第
２
弾
〞
お
の
恋
ら
っ
き

ゃ
ら
っ
き
ゃ
券
を
配
布
し
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
市
民
生
活
の
支
援
、
地
域

経
済
の
活
性
化
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
促
進
を
図
り
ま
す
。

会
議
期
間
1
日
間

（
8
月
19
日
）

8
月

臨
時
会

市
長
提
出
議
案…

1
件
（
補
正
予
算
１
件
）

第438回提出議案と審議結果提出議案と審議結果
★全会一致で可決した議案

補正予算 第 ３８ 号

議案番号区分 議　　案　　名

令和４年度小野市一般会計補正予算（第４号）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
38
号
）

★
対
象
者

令
和
4
年
12
月
1
日
時
点
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
市
民 

（
既
に
取
得
済
み
の
方
を
含
む
）

★
配
布
額

　
1
人
あ
た
り
5
，
0
0
0
円

（
1
，
0
0
0
円
券
×
5
枚
）

★
利
用
期
間

　
配
布
日
か
ら
令
和
5
年
2
月
末
ま
で

★
利
用
可
能
店
舗

　
「
お
の
恋
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

　
共
通
券
と
同
じ
店
舗
で
利
用
可
能

議案の内容議案の概要
第
２
弾
！

  

お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
ら
っ
き
ゃ
券

兵庫県市議会議長会表彰

第269回兵庫県市議会議
長会総会において、兵庫県
市議会議長会副会長を務め
られた川名善三議員と小野
市議会副議長職を2年以上
務められた河島三奈議員に
感謝状が贈られました。

川名善三議員 河島三奈議員

市議会の目

ガーデニングのまちづくり拠点として屋根型温室
3棟、作業棚の整備、外構工事等を行った。令和
4年6月に整備を完了し、使用を開始している。
また、ボランティアの方々には、1年間の活動
に対する謝礼としてゆぴか入浴券を進呈し、活動
にご尽力いただいている。

ひまわりの丘公園整備事業、育苗施設
整備状況及びガーデニングボランティア
の待遇は？

わかあゆ園を脱退するにあたり、市内に新たな
児童発達支援施設を開設する2事業所に補助金を
交付した。2施設ともに定員以上の利用登録があ
り、運営は順調である。

障がい者施設等整備事業補助金を交付
した2施設の運営状況は？

今後の施設運営状況にも注目したい。

道路を中心に、公園や公共施設駐車場等の区画
線設置を行い、市道37箇所、公園駐車場等13箇
所で総延長43ｋｍを実施した。業者発注に比べ
て即時性が高く、利用者の安全確保を早期に可能
とした。

道路区画線等安全対策事業経費、白線
更新の成果・進捗などは？

引き続き早期の安全確保対策を！

増加の主な要因は、地域活性化支援事業として
返礼品も地場産品と捉え観光PRと一体的にPR事
業を展開したことや、新規返礼品
の開発や既存品の改良等に取り組
んだため。
　今後も引き続きブラッシュアップ
を重ねていく。

ふるさと納税額増加の要因と今後の取
り組みは？

さらなるプロモーションの展開に期待！

小野市のまちの彩りは、市民力の高さの表れ！

イノシシやアライグマの捕獲数は令和元年度実
績に比べ倍増している。国の交付金を活用しなが
ら3年間で約12,000mの柵を設置、定期的な見
回り等も行っている。しかし、農業被害額はほぼ
横ばいで推移しており、明確な被害低減効果が確
認できるには至っ
ていない。

有害鳥獣対策経費の効果は？

有害鳥獣による被害は、農業に携わる者に
とって深刻な問題。地元からの要望に応え
られる予算確保を！

一

般

質

問

一

般

質

問

常
任
委
員
会
審
査

視

察

報

告

9
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

④⑤

8
月
臨
時
会

議　
案　
審　
議



★全会一致で認定・可決した議案

決
　
　
　
算

令和３年度小野市歳入歳出決算の認定について

令和３年度小野市都市開発事業会計決算の認定について

令和３年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

令和３年度小野市下水道事業会計決算の認定について

第3 9号

第4 0号

第4 1号

第4 2号

議案番号区分 議　　案　　名

補
　
正
　
予
　
算

令和４年度小野市一般会計補正予算（第５号）

令和４年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度小野市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和４年度小野市水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度小野市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４度小野市一般会計補正予算（第６号）

第4 3号

第4 4号

第4 5号

第4 6号

第4 7号

第4 8号

第5 3号

条
　
例

小野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

小野市議会議員及び小野市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の
公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第4 9号

第5 0号

契　約 新都市南北線北工区道路新設工事請負契約について第5 1号

その他 損害賠償の額の決定及び和解について第5 2号

会
議
期
間
32
日
間

（
8
月
30
日
〜
9
月
30
日
）

9
月

定
例
会

提出議案と審議結果提出議案と審議結果

市
長
提
出
議
案…

15
件

決
算
認
定
4
件
・
補
正
予
算
7
件
・

条
例
改
正
2
件
・
契
約
1
件
・
そ
の
他
1
件

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
接
種
体
制
を
確
保
し
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
り
ま
す
。

　
新
都
市
南
北
線
北
工
区
道
路
の
新
設
工
事
を
行
う
た
め
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
。

【
契
約
内
容
】

★
工
事
名　
新
都
市
南
北
線
北
工
区
道
路
新
設
工
事

（
そ
の
４
）

★
契
約
額　
2
億
3
，
2
4
3
万
円

★
相
手
方　
赤
穂
市
東
浜
町
６１
番
地

　
　
　
　
　
株
式
会
社　
森
崎
組

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　
森
崎　
祐
輔

第439回審議議案の中から PICK UP!!審議議案の中から PICK UP!!
　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増

を
踏
ま
え
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
１
世
帯
あ

た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
。

★
支
給
対
象
者

①
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
。
※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶

養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯
を
除
く
。

②
①
の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

（
家
計
急
変
世
帯
）

★
支
給
金
額　
1
世
帯
あ
た
り
5
万
円

★
支
給
時
期　
令
和
４
年
11
月
以
降

　
令
和
4
年
2
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
保
育
士
等
を
対
象

と
し
た
3
％
（
月
額
9
，
0
0
0
円
）
程
度
の
処
遇
改
善

を
令
和
4
年
10
月
以
降
も
継
続
し
て
行
う
。

★
対
象
施
設

　
市
内
保
育
所
9
施
設
、
認
定
こ
ど
も
園
５
園
の
合
計
14

施
設 価

格
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
を
実
施

一般
会
計
補
正
予
算
第
６
号（
議
案
第
53
号
）

保
育
士
等
へ
の
継
続
し
た
処
遇
改
善
を
実
施

一般
会
計
補
正
予
算
第
５
号（
議
案
第
43
号
）

現況写真 工事計画平面図

計画ルート

⑥⑦

5
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

新
都
市
南
北
線
北
工
区

　
　
　
　
　
道
路
新
設
工
事
請
負
契
約

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

視

察

報

告

一

般

質

問

常
任
委
員
会
審
査

視

察

報

告

9
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

9
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

8
月
臨
時
会

議　
案　
審　
議



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。 各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……
　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい
　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。
　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。
●質問テーマは?
　1 .  質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。
　2 .  議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。
●質問の制限時間は?
　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　
《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》
各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、
その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!市民のみなさまの生活に

関わることについて、
9人の議員が
一般質問を行いました。

小
林
千
津
子
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
長
選
挙
に
つ
い
て

引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

答
弁

　

質
問
　
現
在
も
流
行
が
続
い
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
今
後
の
感
染
予

防
に
向
け
た
市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
問

う
。

　

答
弁　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
追
加
接
種

は
、
９
月
に
開
始
し
て
お
り
、
詳
細
等
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
、
市
民
へ
周
知
す
る
。
ま
た
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
手
立
て
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
推
進
し
つ
つ
、
市
民
、
地
域
、
行
政
が

三
位
一
体
と
な
り
、
感
染
予
防
の
基
本
を

継
続
し
て
い
く
。　　　　　　　　　　  （
市
当
局
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進

に
つ
い
て

　

答
弁　
市
は
９
月
を
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
促
進
強
化
月
間
」
と
し
、
自
治

会
や
企
業
と
の
協
働
等
、
オ
ー
ル
小
野
市

で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
利
用
を
セ
ッ
ト
で

考
え
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
、
及
び
そ

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
認

識
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
状
で
は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
、
コ

ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
・
印
鑑
証
明
等
の
受

領
、
電
子
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
確
定
申
告
、

保
険
証
と
し
て
の
利
用
等
が
あ
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
が
広
く
市
民
に
認
識
さ
れ
、
浸
透

す
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

取
得
促
進
を
粘
り
強
く
継
続
し
て
い
く
。

（
市
当
局
）

　

質
問
　
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
に
、

７
選
目
を
目
指
し
立
候
補
の
意
向
を
固
め

ら
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
６
期
２４
年

間
の
実
績
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
評
価
を

伺
う
。

　

答
弁
「
変
え
よ
う
小
野
、
変
わ
ろ
う
小

野
市
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
就
任
し
て

２４
年
、
小
野
市
を
変
え
て
見
せ
る
と
の
思

い
で
や
っ
て
き
た
。
他
市
並
み
に
都
市
基

盤
も
整
い
つ
つ
あ
り
、
小
野
市
も
市
の
行

政
も
変
わ
っ
て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

「
変
わ
ろ
う
小
野
市
」
と
い
う
市
民
意
識

も
大
き
く
変
わ
り
、
市
民
力
が
大
き
く
高

ま
っ
た
こ
と
が
一
番
の
成
果
。
皆
様
と
共

に
変
革
に
向
け
歩
ん
で
き
た
２４
年
間
で
あ

っ
た
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。　
（
市
長
）

　

質
問
　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
の
中
、「
未
来
に
飛
躍
す

る
小
野
市
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

　

答
弁
『
政
治
と
は
、
無
限
の
理
想
へ
の

挑
戦
』
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
営

の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
一
度
原
点
に
立
ち

返
り
、
元
気
で
「
躍
動
す
る
ま
ち
・
持
続

可
能
な
ま
ち
お
の
」
の
実
現
へ
向
け
、
情

熱
と
実
行
力
、
熱
意
と
創
意
と
誠
意
と
い

う
「
３
つ
の
意
」
を
も
っ
て
必
ず
や
も
っ

と
も
っ
と
小
野
市
を
変
え
る
と
い
う
決
意

で
、
引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
多
選
に
対
す
る
批
判
的
な
意

見
も
あ
る
が
、
２４
年
間
の
実
績
を
み
て
い

た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

  

（
市
長
）

松
永
美
由
紀
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

市
民
の
高
い
予
防
意
識
が
保
て
る
よ
う
尽
力
す
る

答
弁

QRコード

QRコード

　

質
問
　
市
内
学
校
園
の
児
童
生
徒
は
、
そ

の
管
理
下
で
の
傷
害
や
疾
病
等
に
対
応
す

る
た
め
、「（
独
法
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
」
の
災
害
共
済
制
度
に
加
入
し

て
い
る
。
市
で
は
、
福
祉
医
療
制
度
に
よ

り
、
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
福
祉

医
療
制
度
と
災
害
共
済
制
度
と
の
関
係
性

に
つ
い
て

　

答
弁　
自
助
又
は
互
助
・
共
助
を
優
先
す

る
考
え
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
共
済
制
度
を

優
先
し
、
福
祉
医
療
制
度
と
の
併
給
を
認

め
て
い
な
い
。　
　

 　
　
　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
市
の
医
療
費
無
料
制
度
で
は
、
医

療
費
の
自
己
負
担
金
が
無
料
化
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
共

済
制
度
で
は
、
自
己
負
担
金
を
支
払
っ
た

後
、
共
済
給
付
金
が
後
日
給
付
さ
れ
る
こ

と
か
ら
一
時
的
に
そ
の
金
額
を
立
て
替
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
金
額
が
多
額
に
な

っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
保
護
者
の
負
担

も
大
き
く
、
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
制

度
の
改
善
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　
市
で
の
令
和
３
年
度
の
５
万
円
以

上
の
自
己
負
担
ケ
ー
ス
は
１２
件
、
最
高
は

１８
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
各
家
庭
の

事
情
や
負
担
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
一
時

的
と
は
言
え
想
定
外
の
支
出
と
考
え
る
の

で
、
家
庭
事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く

利
用
で
き
る
方
策
を
検
討
す
る
。（

市
当
局
）

　

答
弁　
真
の
医
療
費
無
料
化
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
共
済
加
入
掛
金
の
保
護
者
負
担

の
見
直
し
や
、
医
療
費
の
自
己
負
担
金
に

つ
い
て
も
、
市
が
一
時
的
に
立
て
替
え
る

な
ど
、
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

（
市
長
）

川
名
善
三
議
員
（
公
　
明
　
党
）

自
己
負
担
金
立
替
払
い
の
改
善
を

家
庭
事
情
等
に
よ
ら
ず
利
用
で
き
る
方
策
を
検
討

答
弁

QRコード
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平
田
真
実
議
員
（
無　
会　
派
）

ス
ケ
ボ
ー
の
公
園
利
用
を

ス
ケ
ボ
ー
専
用
場
の
整
備
は
慎
重
に
検
証

答
弁

　

質
問　
小
野
市
長
と
市
議
会
議
員
選
挙
を

同
日
開
催
に
す
れ
ば
、
市
民
の
方
々
の
投

票
は
一
度
で
済
み
投
票
率
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
、
市
と
し
て
の
財
政
支
出

も
削
減
で
き
、
携
わ
る
方
々
の
事
務
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
な
ど
数
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
た
め
、
選
挙
日
を
同
日
に
す
る

検
討
が
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　
公
職
選
挙
法
で
は
、
市
長
と
市
議

会
議
員
の
任
期
満
了
日
が
９０
日
以
内
の
場

合
、
同
時
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
場
合
２
月
で
任
期
満
了
の
市
長
に
１

ヶ
月
以
上
不
在
期
間
が
で
き
、
危
機
管
理

や
新
年
度
予
算
案
な
ど
市
政
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
実
施
し
な
い
結
論
に
至

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
市
当
局
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

質
問　
男
性
に
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
必

要
性
が
高
く
、
正
確
な
情
報
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
新
た
な
施

策
や
周
知
に
つ
い
て
展
開
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　
市
民
の
安
全
確
保
が
絶
対
条
件
で

あ
り
、
接
種
に
つ
い
て
は
国
が
し
っ
か
り

と
示
す
べ
き
。
た
だ
し
、
周
知
と
勧
奨
に

は
努
め
て
い
く
。　
　
　

  　
　
（
市
長
）

空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て

　

質
問　
危
険
性
の
高
い
空
家
等
の
周
辺
住

民
の
方
々
へ
の
配
慮
や
周
知
は
。

　

答
弁　
住
民
同
士
で
の
話
し
合
い
が
基
本

だ
が
、
通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
担
当
職

員
が
現
場
を
確
認
・
調
査
し
早
期
に
所
有

者
へ
状
況
改
善
を
要
請
し
、
情
報
提
供
者

に
も
報
告
す
る
。　　　　　　　　　　
（
市
当
局
）

　

質
問　
公
園
で
ス
ケ
ボ
ー
が
で
き
る
よ
う
、

区
分
占
有
等
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
ス
ケ

ボ
ー
を
し
た
い
と
い
う
声
に
は
ど
う
耳
を

傾
け
る
か
、
市
長
の
姿
勢
を
伺
う
。

　

答
弁　
ス
ケ
ボ
ー
が
で
き
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
所
は
、
駐
車
場

や
通
路
と
な
る
た
め
、
公
園
利
用
者
の
安

全
面
を
考
慮
す
る
と
禁
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
現
時
点
で
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
共
存
は

難
し
い
が
、
他
市
等
の
状
況
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。　　　　　　　　　　
（
市
当
局
）

　

答
弁　
浄
谷
黒
川
丘
陵
地
で
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
が
、
ス
ケ
ボ
ー
等

に
つ
い
て
は
需
要
や
費
用
対
効
果
を
鑑
み

た
上
で
、
一
部
に
そ
の
よ
う
な
エ
リ
ア
を

設
置
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
る
。

（
市
長
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

質
問　
人
権
擁
護
委
員
法
で
「
市
長
は
候

補
者
を
推
薦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
推
薦

し
な
い
理
由
は
。
法
を
遵
守
し
な
い
姿
勢

は
理
解
し
か
ね
る
。

　

答
弁　
人
権
擁
護
委
員
の
業
務
は
、
市
の

事
業
で
カ
バ
ー
し
、
人
権
に
関
す
る
果
た

し
う
る
役
割
を
遂
行
し
て
い
る
。
一
方
、

法
務
局
は
、「
社
支
局
」
の
名
称
変
更
や

法
に
定
め
ら
れ
た
国
の
費
用
負
担
の
問
題

な
ど
、
前
例
踏
襲
で
改
善
を
行
わ
な
い
。

そ
の
た
め
、「
お
か
し
い
こ
と
は
、
お
か

し
い
」
と
、
小
野
市
か
ら
の
問
題
提
起
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
し
て
い

な
い
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
市
長
）

久
後
淳
司
議
員
（
無　
会　
派
）

市
長
・
市
議
会
選
挙
の
同
日
実
施
を

市
長
不
在
に
よ
る
影
響
を
懸
念
し
実
施
し
な
い

答
弁

QRコード

QRコード

　

質
問　
今
、
畜
産
農
家
は
、
電
気
代
や
燃

料
費
の
高
騰
に
加
え
、
輸
入
の
配
合
飼
料

や
牧
草
の
暴
騰
で
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

緊
急
に
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答
弁　
国
・
県
の
支
援
が
充
実
し
つ
つ
あ

る
。
現
時
点
で
市
独
自
の
支
援
策
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
市
当
局
）

子
育
て
支
援
の
充
実
を

　

質
問　
少
子
化
が
進
む
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で

生
活
が
不
安
定
な
家
庭
も
多
く
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
が

必
要
だ
。
保
育
料
の
無
料
化
と
学
校
給
食

の
無
償
化
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
尋

ね
る
。

保
育
料
無
料
化

　

答
弁　
国
の
施
策
で
３
歳
か
ら
５
歳
児
は

無
償
化
さ
れ
て
い
る
。
０
歳
か
ら
２
歳
児

は
国
基
準
の
３０
％
軽
減
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
必
要
に
な
る
の
は
心
理
的
、
身

体
的
支
援
と
考
え
て
お
り
、
保
育
料
無
料

化
は
考
え
て
い
な
い
。　　　　　　
（
市
当
局
）

学
校
給
食
無
償
化

　

答
弁　
当
面
の
物
価
高
騰
に
対
し
て
は
、

補
正
予
算
で
対
応
し
、
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
し
て
い
る
。
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し

て
は
、
就
学
援
助
制
度
で
対
応
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
点
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、

今
後
の
情
勢
を
注
視
し
つ
つ
、
継
続
的
な

研
究
課
題
と
し
て
い
く
。　　　　
（
市
当
局
）

　

答
弁　
両
課
題
と
も
そ
の
方
向
で
考
え
て

い
る
が
、
市
と
し
て
本
当
に
そ
れ
で
い
い

の
か
疑
問
が
あ
る
。
少
子
化
対
策
と
す
る

な
ら
ば
、
国
家
的
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ

き
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
市
長
）

藤
原　

章
議
員
（
日
本
共
産
党
）

輸
入
飼
料
が
暴
騰
　
畜
産
農
家
支
援
を

実
状
を
調
査
し
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

答
弁

QRコード

　

答
弁　
各
学
校
に
お
け
る
公
用
車
の
使
用

頻
度
や
所
要
台
数
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
同

時
性
な
ど
学
校
特
有
の
使
用
形
態
に
加

え
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
、
教
員
個
人

の
自
家
用
車
を
公
用
車
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
実
費
弁
償
的
に
支
給
し
て
い
る
車

賃
は
、
出
張
時
の
通
算
距
離
に
基
づ
き
、

原
則
キ
ロ
当
た
り
３７
円
の
単
価
で
支
給
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
行
事
な
ど
で
貨
物

車
が
必
要
な
場
合
は
、
市
所
有
の
貨
物
車

を
貸
し
出
し
て
い
る
。　
　
　　
（
市
当
局
）

「
ヤ
ン
グ
議
会
」
の
開
設
に
つ
い
て

　

答
弁　
若
者
の
み
対
象
と
す
る
議
会
を
開

設
す
る
予
定
は
な
い
。
若
者
た
ち
の
自
発

性
を
尊
重
し
、
自
ら
を
も
っ
て
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。　　　　　　　　
（
市
当
局
）

地
場
産
業
そ
ろ
ば
ん
の
支
援
に
つ

い
て

　

答
弁　
平
成
３０
年
、
播
州
算
盤
工
芸
品
協

同
組
合
か
ら
、
そ
ろ
ば
ん
の
製
造
と
販

売
、
飲
食
な
ど
の
観
光
要
素
を
含
め
た
そ

ろ
ば
ん
工
房
館
の
建
設
に
つ
い
て
、
基
本

構
想
の
提
案
が
あ
り
協
議
し
た
。
市
は
、

分
業
体
制
の
見
直
し
や
職
人
の
集
約
、
材

料
調
達
・
生
産
・
販
売
の
一
元
管
理
す
る

一
貫
工
房
を
必
須
条
件
に
議
論
し
た
が
、

今
ま
で
通
り
家
内
事
業
所
形
態
で
の
継
続

の
申
し
出
が
あ
り
、
実
現
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

　
そ
ろ
ば
ん
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
の

価
値
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
、
そ
ろ

ば
ん
職
人
の
後
継
者
育
成
経
費
の
一
部
や

起
業
経
費
の
一
部
の
助
成
制
度
は
、
引
き

続
き
継
続
す
る
。　　　　　　　　　　
（
市
当
局
）

河
島
信
行
議
員
（
無　
会　
派
）

学
校
に
お
け
る
公
用
車
の
配
置
に
つ
い
て

学
校
公
用
車
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い

答
弁

QRコード
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一
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質

問

常
任
委
員
会
審
査

視

察

報

告

9
月
定
例
会

議　
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議

9
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

給食おいしいね

そうだ選挙、いこう。

マナーを守って安全に

8
月
臨
時
会

議　
案　
審　
議



常任委員会審査報告常任委員会審査報告
　９月定例会の提出議案審査について、予算決算、総務文教、民生地域の各常任委員会を開催し、当局か
ら細部にわたる説明を受け、慎重に審査しました。

≪予算決算常任委員会≫ （令和3年度決算はP2～4をご覧ください。）

9月16日、20日、30日開催
付託議案数：11件（議案第39号～第48号、第53号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で認定・可決すべきものと決定。
●主な審査内容
議案第43号　令和4年度小野市一般会計補正予算（第5号）について

≪総務文教常任委員会≫
9月26日開催
付託議案数：3件（議案第49号・第50号・第52号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。
●主な審査内容
議案第49号　小野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

≪民生地域常任委員会≫
9月26日開催
付託議案数：1件（議案第51号）
審 査 結 果：反対討論はなく､  
　　　　　　　全会一致で可決すべきものと決定。
●主な審査内容
議案第51号　新都市南北線北工区道路新設工事請負

契約について

　一般質問をする日の休憩中に、傍聴に来られた方が議会での一般質問や市政全般について質問
することができ、市当局や議員がその場で答える懇話会を実施しています。
　傍聴に来られた方のみが体験できる時間ですので、ご覧になりたい方、参加したい方は是非とも
議場にお越しください。

 懇話会での意見
●つみたてNISAを活用した奨学制度について
●ひまわりの丘公園大型複合遊具整備業者選定に係る
　女性職員の参加について
●オミクロン株対応コロナワクチン接種対象者について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

議会と市民との懇話会

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

　

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
防
隊
員
の

働
き
方
に
つ
い
て

　

答
弁　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
職

員
間
の
感
染
防
止
、
リ
ス
ク
の
分
散
化
、

勤
務
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
に
よ
る
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
間
の
感

染
に
よ
り
業
務
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
消

防
隊
の
運
用
を
２
部
体
制
か
ら
人
員
を
固

定
化
で
き
る
３
部
体
制
に
シ
フ
ト
を
変

え
、
業
務
を
継
続
し
て
い
る
。 （
市
当
局
）

　

質
問
　
昼
間
の
緊
急
出
場
件
数
は
夜
間
の

約
1.5
倍
。
多
様
な
働
き
方
改
革
と
し
て
、

日
勤
だ
け
の
女
性
救
命
士
を
募
集
・
採
用

し
、
救
急
車
へ
配
置
し
て
は
ど
う
か
。
女

性
患
者
へ
の
配
慮
や
対
応
、
ま
た
、
消
防

士
を
目
指
す
女
性
へ
の
仕
掛
け
づ
く
り
に

も
な
る
の
で
は
。

　

答
弁　
命
を
守
る
使
命
を
果
た
せ
る
の
な

ら
採
用
す
る
枠
は
男
女
関
係
な
い
。

　
ま
た
、
消
防
職
員
は
男
性
、
女
性
に
関

わ
ら
ず
、
救
助
者
に
対
す
る
合
理
的
な
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。　　　　　　　　　　   （
市
長
）

　

質
問
　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）・

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
経
費
3
，
0
0
0
万
円
の
具
体
的
内
容

に
つ
い
て

　

答
弁　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
た

な
Ｂ
Ａ
５
対
応
型
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
や
５

〜
１１
歳
の
３
回
目
接
種
に
対
応
す
る
予
算

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

や
予
約
シ
ス
テ
ム
の
再
編
、
接
種
券
の
作

成
、
接
種
履
歴
の
管
理
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
準
備
と
事
後
処
理
に
係
る
費
用
で

あ
る
。
な
お
、
今
回
の
補
正
で
、
別
途
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
経
費
と
し
て
、
7
，

0
0
0
万
円
計
上
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て

１
億
円
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

髙
坂
純
子
議
員
（
無
　
会
　
派
）

夜
勤
の
な
い
女
性
救
急
隊
員
の
採
用
を
！

性
別
や
勤
務
を
限
定
し
た
採
用
は
考
え
て
い
な
い

答
弁

QRコード

　

質
問
　
関
西
最
大
級
の
遊
具
広
場
に
つ
い

て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

答
弁　
ひ
ま
わ
り
の
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
メ
イ
ン
の
大
型
遊
具
の
他
、
幼
児
用
遊

具
エ
リ
ア
、
乳
幼
児
用
遊
具
エ
リ
ア
を
配

置
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
も
、

そ
う
で
な
い
子
ど
も
も
楽
し
く
遊
べ
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
ア
イ
テ
ム
も
揃
え

て
い
る
。
設
計
や
部
材
加
工
を
終
え
、
９

月
下
旬
か
ら
現
地
工
事
を
開
始
し
て
い

る
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
お
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
は
６０
〜
８０
歳
代
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、

世
代
間
の
不
公
平
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

だ
が
、
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
の
対
象
分
野
、

対
象
年
齢
を
若
い
世
代
ま
で
広
げ
ら
れ
な

い
か
。

　

答
弁　
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し

た
事
業
で
あ
り
、
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ

る
考
え
は
な
い
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
か
ら
行
う
も
の
で
は

な
い
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
市
長
）

　

質
問
　
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

中
、
情
報
格
差
解
消
の
具
体
的
計
画
は
。

　

答
弁　
情
報
格
差
の
解
消
に
つ
な
が
る
支

援
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
伺
い
な
が

ら
、
今
後
の
計
画
を
検
討
す
る
。
な
お
、

市
で
は
、「
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
」
を
基

本
的
な
理
念
と
し
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
、
利

用
者
が
選
択
で
き
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
市
当
局
）

河
島
　
泉
議
員
（
無
　
会
　
派
）

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
整
備
に
つ
い
て

遊
具
広
場
の
披
露
は
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
予
定

答
弁

QRコード

⑫⑬

リニューアル　ひまわりの丘公園
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審
査

視

察

報

告

9
月
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案
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議

9
月
定
例
会
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案
　
審
　
議

8
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議
　
案
　
審
　
議



総務文教常任委員会視察報告総務文教常任委員会視察報告
令和4年8月2日㈫～令和4年8月4日㈭

民生地域常任委員会視察報告民生地域常任委員会視察報告
令和4年8月8日㈪～令和4年8月10日㈬

長期欠席者や集団になじめない子に個別の学びの場を保障し、多様な教育機会を確保する「すこやか福祉センター」 を核に、 妊娠から出産、 子育てまでの個々のニーズに応じた切れ目ない支援を

★妊娠・出産・子育てトータルケアについて（東京都中野区） ★校内フリースクール（Ｆ組）について（愛知県岡崎市）

全国的にも不登校児童・生徒が増加
している中、不登校を最大の課題と捉え
重点的に取り組んでいる。在籍学級と並
列関係という位置づけで多様性を認める
「Ｆ組」を中学校に設置し、校外にある
適応指導教室、在籍学級と併用できるよ
うにしたことで、「居場所」の選択肢を
拡げ、不登校の未然防止に繋げている。
教師側からは、メリットが大きいと
いう意見が多く、設置していない中学校
の保護者から設置要望が寄せられている。
独自設置に向けて動き始めている小学校
もあり、小野市においても決して減って
いない不登校対策として有効ではないか
と考える。

妊娠、出産、1歳までの子育てについて、介護保険の
地域包括ケアを思い起こさせる大変デジタル化されたシ
ステムが構築されていると感じた。介護事業で行われる
「ケアプランの作成」に代わる事業として、妊産期相談支
援事業を案内しながら、当人に必要な事業の検討を行い、
事情の変化を見据えながら事業を継続実施している。
支援事業の大半は民間業者への委託で、利用者は費用
の一部を事業者に支払い、不足分を行政が支払う。
事業の実施には妊婦、子育て家庭を支援する人材の育
成が不可欠で、大都市圏ならば需要の大小に関わらず、
一定数の人材育成は可能と考えるが、小野市においては、
必要とするニーズの絶対数を把握しておかないと、人材
が余剰する懸念もある。

生ゴミのバイオガス化施設とゴミ焼却施設を一体的に整備した首都圏初の施設
認知度向上  と  市民主役

◎各議員の報告書について、市議会のホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。　https：//www.ono-sigikai.jp 小野市議会

★若者が住みたくなるまちの創造について（福井県鯖江市）
★バイオエネルギーセンターについて（東京都町田市）

「ゴミになるものを作らない・燃やさない・埋め立てない」
を基本理念として、徹底したゴミの減量、資源化を進め、
持続可能で環境負荷の少ない都市を目指している。環境・
廃棄物対策に関するキーワードである３R（Reduce：減ら
す、Reuse：繰り返し使う、Recycle：再資源化する）がピ
タリとはまる最先端の施設であった。施設を建設するにあ
たって、用地を含めた地元とのコンセンサスが不可欠であ
るが、もともとあった施設の建て替えであったこと、新た
に取得した用地が公団の所有地であったことなどが、地元
との協議を比較的円滑に進められた要因であると考えられる。
小野市とは規模が違うが、新ごみ処理施設の建設に向け
た協議の中において、参考にすべき施設の一つであると考
える。

若者の考えを尊重し、具現化することに注力し
ていることが感慨深い。不便で堅苦しい地方で型に
はまった生活を送るのではなく、便利で自由な暮ら
しを都会に求める若者の観念を払拭し、地方にこそ
自由と創造があることを実践していくことが大事。
地域課題を考え、それに対して事業を行ってみる
ことは、地域を挙げたインターンシップで、事業・
仕事の創出に繋がる。市民を顧客ととらえる小野市
にあって、若者の満足は「自ら住みたいまち」の具
現化から得られるのかもしれない。

全国的に課題となっている少子化と教員の働き方改革に鑑み、
　　　　　　　　　　　中学校の部活動を地域に戻していくことを目的としたスポーツクラブ

年齢区分で人々のライフステージを区切るのではなく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　個々の意欲や能力に応じて活躍できる生涯現役社会へ

★アクティブシニアについて（石川県金沢市）

★総合型地域スポーツクラブについて（愛知県半田市）

クラブ設立を機に成岩中学校では、学校での部活動を平
日週３回に限定し、土・日の部活動はソシオ成岩で行うこ
ととした。これは現在の部活動問題を見越した先駆的な取
り組みであったが、様々な課題から学校での土・日の部活
動を再開し、いったん地域移行は後退することとなった。
今後、再度早期の地域移行を実現させるために取り組まれ
るとのことで、その取り組みにも注目したい。
公立中学校の部活動については、スポーツ庁の有識者会
議が令和５年度から令和７年度末までの３年間を目途に段
階的に地域移行することを提言しており、小野市において
も早期に方策を検討する必要がある。

アクティブシニア活躍支援事業は、65歳以上の
高齢者に対して、就労、ボランティア、趣味、スポ
ーツへの参加情報をワンストップで紹介し、マッチ
ングまで完結させようとする施策。ワンストップ、
マッチングは素晴らしいが、開催日が限られるのが
残念。
マッチングを行うのは個別とした上で、ワンス
トップの情報発信の機会を増やした方が良いのでは
ないかと感じた。
60代の多くはスマホを使いこなせるようになっ
てきている。IT利用の情報発信、マッチングを考え
ていく時期が来ている。

◎「めがねのまちさばえ」を全面に押し出した認知度の向上
◎市民主役条例の施行
◎100を超える市の事業を公募、50を超える事業を市民に委託

⑭⑮

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

視

察

報

告

一

般

質

問

常
任
委
員
会
審
査
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議
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第204号　令和4年11月1日　　編集発行／小野市議会　小野市中島町531 小野市議会 検索

あ
と
が
き

　

今
回
は
決
算
認
定
の
号
に
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

は
事
前
通
告
の
形
を
と
り
、
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
3
年

度
決
算
は
、
７
憶
8
千
万
円
の

黒
字
と
な
り
財
政
は
健
全
な
値

を
堅
持
し
て
い
ま
す
が
、
次
に

議
会
と
し
て
は
こ
の
黒
字
を
ど

う
市
民
に
還
元
で
き
る
か
と
い

う
議
論
に
な
る
で
し
ょ
う
。
イ

ザ
と
い
う
時
の
た
め
に
貯
め
て

お
く
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
積

極
的
に
「
投
資
」
を
し
、「
市

民
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
還
元
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
単

に
「
安
価
」
な
も
の
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
内
容
を
吟
味
し

「
購
買
力
」
を
上
げ
る
こ
と
で

市
の
発
展
の
一
助
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
議
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
大
局
的
視
点
か
ら
予
算
・
決

算
を
分
析
し
「
市
民
の
利
益
」

を
第
一
に
「
行
政
の
監
視
」
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
議
会
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
河
島
三
奈
）

「手話通訳」・「要約筆記」を利用できます

≪お申し込み先≫　議会事務局　ＴＥＬ．63－1006（直通）　ＦＡＸ．63－4108
Ｅ-mail:gikai@city.ono.hyogo.jp　（市議会だよりへのご意見もこちらまで）

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴をご遠慮いただく場合がありますのでご了承ください。

YouTubeで議会中継YouTubeで議会中継
傍聴に行けなくても

アプリをダ
ウンロード
するとスマ
ホに広報誌
が届きます!

議会傍聴者数 9月定例会55名
（令和4年度累計118名）

議会を傍聴しませんか

☆12月定例会日程☆

★一般質問では、市長から提出された議案や、市政全般
について議員が質問し、市長や部長等が答弁します。

★12月定例会で一般質問する項目・内容については、
12月上旬に市議会ホームページに掲載します。

　小野市議会では、本会議を一般公開しています。当
日受付で、住所・氏名を記入するだけで、どなたでも
議会の傍聴ができます。
　市役所6階　議会事務局までお越しください。

　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・
「要約筆記」を利用することができます。
　希望日の8日前までに議会事務局に
お申し込みください。
（費用負担はありません）

「託児コーナー」を開設
　一般質問が行われる12月13日（火）、14日（水）は、
「託児コーナー」を開設します。
傍聴の際には、1歳から就学前
のお子さまをお預かりします。
12月5日（月）までに議会事務局
にお申し込みください。
（費用負担はありません）

議会と市民との懇話会
　一般質問が行われる日の本会議休憩中に、傍聴
者からご意見をいただく機会を設けます。展開さ
れる議論にご注目ください。一般質問は12月13
日（火）、14日（水）に行われます。

傍
聴
席
か
ら
見
た
議
場

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

12月26日（月）　午後１時３０分～
  本会議（第４日）　議案の採決など

12月14日（水）　午前１０時～
  本会議（第３日）　一般質問実施

12月13日（火）　午前１０時～
  本会議（第２日）　一般質問実施

11月28日（月）　午前１０時～
  本会議（第１日）　議案説明

⑯


